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(57)【要約】
【課題】利用者の効果的なポイント消費を促進するポイ
ント交換システムを提供すること。
【解決手段】本発明に係るポイント交換システムは、利
用者端末と、ポイントデータベースを備えたポイント提
供者サーバとにネットワークを介して接続するポイント
交換サーバを含み、前記ポイント交換サーバは、利用者
を認証する利用者認証部と、商品とポイントとを関連付
けて格納する商品データベースと、前記利用者の要求に
応じて、前記ポイント提供者サーバの前記ポイントデー
タベースに格納された前記利用者のポイントから減算さ
せるポイントを計算するポイント計算部と、ポイント交
換に伴うイベントを実行するポイント交換イベント実行
部と、前記ポイント交換イベント実行部のイベントの結
果に応じて、利用者に商品を提供する商品提供部と、を
備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
利用者端末と、ポイントデータベースを備えたポイント提供者サーバとにネットワークを
介して接続するポイント交換サーバを含み、
前記ポイント交換サーバは、
利用者を認証する利用者認証部と、
商品とポイントとを関連付けて格納する商品データベースと、
前記利用者の要求に応じて、前記ポイント提供者サーバの前記ポイントデータベースに格
納された前記利用者のポイントから減算させるポイントを計算するポイント計算部と、
ポイント交換に伴うイベントを実行するポイント交換イベント実行部と、
前記ポイント交換イベント実行部のイベントの結果に応じて、利用者に商品を提供する商
品提供部と、を備えることを特徴とするポイント交換システム。
【請求項２】
前記ポイント交換に伴うイベントは、抽選方式、投票方式、ゲーム方式から選択されるこ
とを特徴とする請求項１に記載のポイント交換システム。
【請求項３】
前記ポイント交換サーバは、前記ポイントデータベースに格納された前記利用者のポイン
トと、前記減算させるポイントとを比較し、
前記利用者のポイントが前記減算させるポイントより多い場合には、前記減算させるポイ
ントの減算を前記ポイント提供者サーバに要求し、
前記ポイント提供者サーバは、前記ポイント交換サーバの要求に応じて、前記利用者のポ
イントから前記減算させるポイントを減算して前記ポイントデータベースに記録すること
を特徴とする請求項１又は２に記載のポイント交換システム。
【請求項４】
前記ポイント計算部は、複数の前記ポイント提供者サーバのポイントデータベースに記録
された前記利用者のポイントを合算して、前記利用者端末に送信し、
前記利用者の要求に応じて、前記減算させるポイントを前記複数のポイントデータベース
毎に決定して、前記複数のポイント提供者サーバに送信し、
前記複数のポイント提供者サーバは、受信した前記減算させるポイントを前記利用者のポ
イントから減算して、前記複数のポイントデータベースにそれぞれ記録することを特徴と
する請求項１乃至３の何れか一に記載のポイント交換システム。
【請求項５】
前記ポイント交換サーバは、前記減算させるポイントに応じて、ポイント提供者への手数
料を算出することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一に記載のポイント交換システム
。
【請求項６】
ポイント交換サーバが、ネットワークを介して利用者端末から、利用者の認証情報を受信
し、
受信した前記認証情報と、利用者認証部に格納された認証情報とを照合して、一致した場
合は、ポイント提供者サーバのポイントデータベースに格納された前記利用者のポイント
を参照して、前記利用者端末に送信し、
前記利用者端末は前記利用者のポイントと、商品データベースに格納された商品及び前記
商品と関連付けられたポイントと、を表示し、
前記利用者端末からポイントの交換要求を受信し、
前記ポイント交換サーバは、前記ポイントの交換要求に応じて、前記ポイント提供者サー
バの前記ポイントデータベースに格納された前記利用者のポイントから減算させるポイン
トを計算し、
ポイント交換に伴うイベントを実行し、
前記イベントの結果に応じて、前記利用者に商品を提供することを特徴とするポイント交
換方法。
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【請求項７】
前記ポイント交換に伴うイベントは、抽選方式、投票方式、ゲーム方式から選択されるこ
とを特徴とする請求項６に記載のポイント交換方法。
【請求項８】
前記ポイント交換サーバは、前記ポイントデータベースに格納された前記利用者のポイン
トと、前記減算させるポイントとを比較し、
前記利用者のポイントが前記減算させるポイントより多い場合には、前記減算させるポイ
ントの減算を前記ポイント提供者サーバに要求し、
前記ポイント提供者サーバは、前記ポイント交換サーバの要求に応じて、前記利用者のポ
イントから前記減算させるポイントを減算して前記ポイントデータベースに記録すること
を特徴とする請求項６又は７に記載のポイント交換方法。
【請求項９】
前記ポイント交換サーバは、複数の前記ポイント提供者サーバのポイントデータベースに
記録された前記利用者のポイントを合算して、前記利用者端末に送信し、
前記利用者の要求に応じて、前記減算させるポイントを前記複数のポイントデータベース
毎に決定して、前記複数のポイント提供者サーバに送信し、
前記複数のポイント提供者サーバは、受信した前記減算させるポイントを前記利用者のポ
イントから減算して、前記複数のポイントデータベースにそれぞれ記録することを特徴と
する請求項６乃至８の何れか一に記載のポイント交換方法。
【請求項１０】
前記ポイント交換サーバは、前記減算させるポイントに応じて、ポイント提供者への手数
料を算出することを特徴とする請求項６乃至９の何れか一に記載のポイント交換方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ポイント交換システムに関する。特に、利用者の効果的なポイント消費を促進
するポイント交換システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
一般に、クレジットカードや電子マネーを利用して商品を購入すると、その代金に応じて
利用ポイントが付与される。付与されたポイントは、ポイント提供者であるクレジットカ
ードや電子マネーの運営会社が提供する商品等に交換したり、ポイントに相当する金額を
次回以降の商品購入時に減算したりすることにより消費される。このようなポイントサー
ビスは、クレジットカードや電子マネーに付加価値を与えるサービスとして、利用者獲得
のために多用されている。
【０００３】
このようなポイントサービスは、クレジットカードや電子マネーの決済システムと連携し
たポイント付与システムとポイント交換システムを含むポイント処理システムにより構成
され、例えば、特許文献１や特許文献２に開示されている。
【０００４】
一方で、利用者にとって、ポイントは電子通貨と同様の意味を持ち、利用者は、交換に必
要なポイント数の高い商品を得るために、ポイントを貯蓄する傾向にある。このため、膨
大な未使用のポイントが、ポイント提供者の会計年度をまたいだ引当金として残存してし
まい、ポイント提供者の負担が大きくなる傾向にある。また、国際会計基準が適用される
と、膨大な未使用のポイントを繰延収益として計上する必要があり、ポイント提供者の負
担がさらに大きくなる。
【０００５】
従来のポイント交換システムにおいては、ポイントの価値は商品の価値と等しいか高いた
め、利用者にポイントを消費させるためには、高額な商品と交換させるか、または多数の
商品と交換させる必要があった。しかし、高額な商品を用意すると、利用者は、高額な商
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品と交換するために、結果としてポイントを貯蓄することになる。また、利用者にポイン
トを多数の商品と交換させるには、多種多様な商品を用意する必要があるが、その労力や
経費に見合うほどの利用者のポイント消費は困難である。
【０００６】
利用者に多くのポイントを消費させる手段としてオークション方式も考えられているが、
この場合、最高額のポイントで入札した利用者のポイントのみしか消費されず、それ以外
の利用者のポイントは消費されないことになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－２１３０３２号公報
【特許文献２】特開平２００６－２６８３７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は、上述の問題を解決するものであって、利用者の効果的なポイント消費を促進す
るポイント交換システムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明の一実施形態によると、利用者端末と、ポイントデータベースを備えたポイント提
供者サーバとにネットワークを介して接続するポイント交換サーバを含み、前記ポイント
交換サーバは、利用者を認証する利用者認証部と、商品とポイントとを関連付けて格納す
る商品データベースと、前記利用者の要求に応じて、前記ポイント提供者サーバの前記ポ
イントデータベースに格納された前記利用者のポイントから減算させるポイントを計算す
るポイント計算部と、ポイント交換に伴うイベントを実行するポイント交換イベント実行
部と、前記ポイント交換イベント実行部のイベントの結果に応じて、利用者に商品を提供
する商品提供部と、を備えるポイント交換システムが提供される。
【００１０】
前記ポイント交換システムにおいて、前記ポイント交換に伴うイベントは、抽選方式、投
票方式、ゲーム方式から選択されてもよい。
【００１１】
前記ポイント交換システムにおいて、前記ポイント交換サーバは、前記ポイントデータベ
ースに格納された前記利用者のポイントと、前記減算させるポイントとを比較し、前記利
用者のポイントが前記減算させるポイントより多い場合には、前記減算させるポイントの
減算を前記ポイント提供者サーバに要求し、前記ポイント提供者サーバは、前記ポイント
交換サーバの要求に応じて、前記利用者のポイントから前記減算させるポイントを減算し
て前記ポイントデータベースに記録してもよい。
【００１２】
前記ポイント交換システムにおいて、前記ポイント計算部は、複数の前記ポイント提供者
サーバのポイントデータベースに記録された前記利用者のポイントを合算して、前記利用
者端末に送信し、前記利用者の要求に応じて、前記減算させるポイントを前記複数のポイ
ントデータベース毎に決定して、前記複数のポイント提供者サーバに送信し、前記複数の
ポイント提供者サーバは、受信した前記減算させるポイントを前記利用者のポイントから
減算して、前記複数のポイントデータベースにそれぞれ記録してもよい。
【００１３】
前記ポイント交換システムにおいて、前記ポイント交換サーバは、前記減算させるポイン
トに応じて、ポイント提供者への手数料を算出してもよい。
【００１４】
また、本発明の一実施形態によると、ポイント交換サーバが、ネットワークを介して利用
者端末から、利用者の認証情報を受信し、受信した前記認証情報と、利用者認証部に格納
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された認証情報とを照合して、一致した場合は、ポイント提供者サーバのポイントデータ
ベースに格納された前記利用者のポイントを参照して、前記利用者端末に送信し、前記利
用者端末は前記利用者のポイントと、商品データベースに格納された商品及び前記商品と
関連付けられたポイントと、を表示し、前記利用者端末からポイントの交換要求を受信し
、前記ポイント交換サーバは、前記ポイントの交換要求に応じて、前記ポイント提供者サ
ーバの前記ポイントデータベースに格納された前記利用者のポイントから減算させるポイ
ントを計算し、ポイント交換に伴うイベントを実行し、前記イベントの結果に応じて、前
記利用者に商品を提供するポイント交換方法が提供される。
【００１５】
前記ポイント交換方法において、前記ポイント交換に伴うイベントは、抽選方式、投票方
式、ゲーム方式から選択されてもよい。
【００１６】
前記ポイント交換方法において、前記ポイント交換サーバは、前記ポイントデータベース
に格納された前記利用者のポイントと、前記減算させるポイントとを比較し、前記利用者
のポイントが前記減算させるポイントより多い場合には、前記減算させるポイントの減算
を前記ポイント提供者サーバに要求し、前記ポイント提供者サーバは、前記ポイント交換
サーバの要求に応じて、前記利用者のポイントから前記減算させるポイントを減算して前
記ポイントデータベースに記録してもよい。
【００１７】
前記ポイント交換方法において、前記ポイント交換サーバは、複数の前記ポイント提供者
サーバのポイントデータベースに記録された前記利用者のポイントを合算して、前記利用
者端末に送信し、前記利用者の要求に応じて、前記減算させるポイントを前記複数のポイ
ントデータベース毎に決定して、前記複数のポイント提供者サーバに送信し、前記複数の
ポイント提供者サーバは、受信した前記減算させるポイントを前記利用者のポイントから
減算して、前記複数のポイントデータベースにそれぞれ記録してもよい。
【００１８】
前記ポイント交換方法において、前記ポイント交換サーバは、前記減算させるポイントに
応じて、ポイント提供者への手数料を算出してもよい。
【発明の効果】
【００１９】
本発明によると、利用者の効果的なポイント消費を促進するポイント交換システムが提供
される。また、利用者は、複数のポイント提供者が提供するポイントを一つのポイント交
換システムを使用して消費することができる。イベントはゲーム性があり、利用者の参加
意識を高めることができる。本発明のポイント交換システムによると、イベントの結果に
応じて商品が提供されることにより、事前に価格設定のされていないサービス・商品の価
値を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係るポイント交換システム１００のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るポイント提供者サーバ１３０の一例を示すブロック図
である。
【図３】本発明の一実施形態に係るポイント交換システム１００における利用者端末１１
０、ポイント提供者サーバ１３０、ポイント交換サーバ１５０のデータの流れを示す図で
ある。
【図４】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【図５】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【図６】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【図８】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【図９】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
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【図１０】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係るポイント交換方法の一例を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
上述の問題を解決すべく鋭意検討した結果、本発明者らは、高額な商品を用意するのでは
なく、また、オークションにより価格が決定されるのでもない方法により、利用者のポイ
ント消費を促進する方法を想到した。すなわち、ポイント交換をするためのイベントを行
うことにより、価格の決まっていない商品を高付加価値化し、同時にポイント交換をする
ためのイベントに参加する全ての利用者のポイントを消費可能なポイント交換システムを
見出し、発明を完成させた。
【００２２】
以下、図面を参照して本発明に係るポイント交換システムについて説明する。但し、本発
明のポイント交換システムは多くの異なる態様で実施することが可能であり、以下に示す
実施の形態及び実施例の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、本実施の形
態及び実施例で参照する図面において、同一部分又は同様な機能を有する部分には同一の
符号を付し、その繰り返しの説明は省略する。
【００２３】
図１は、本発明の一実施形態に係るポイント交換システム１００のブロック図である。ポ
イント交換システム１００は、利用者端末１１０と、ポイント提供者サーバ１３０とにネ
ットワーク１９０を介して接続するポイント交換サーバ１５０を含む。ネットワーク１９
０はいわゆるインターネットを示し、複数の利用者端末１１０と、複数のポイント提供者
サーバ１３０とが接続する。
【００２４】
（利用者端末）
本実施形態において、利用者端末１１０は、クレジットカードや電子マネーのポイントを
保有する利用者が使用可能で、表示装置及び入力装置を有し、ネットワーク１９０に接続
可能な端末である。利用者端末１１０は、例えば、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、タ
ブレット型端末、ネットブック、スマートフォンを含む携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ
）等が挙げられるが、利用者端末１１０はこれらに限定されるものではなく、有線、無線
にかかわらずネットワーク１９０に接続可能な端末であれば他の機器も利用可能である。
本実施形態において、利用者端末１１０は、これらの公知の端末を利用可能であるため、
詳細な説明は省略する。
【００２５】
（ポイント提供者サーバ）
図２はポイント提供者サーバ１３０の一例を示すブロック図である。ポイント提供者サー
バ１３０は、ネットワーク１９０を介してポイント交換サーバ１５０と接続可能なサーバ
である。ポイント提供者サーバ１３０は、例えば、ポイント提供者サーバ１３０を制御す
る制御部１３１、ネットワーク１９０を介してデータの送受信を行う通信部１３３、及び
利用者の保有するポイントを利用者情報と関連付けて格納するポイントデータベース１３
５を備える。ポイント提供者サーバ１３０は、一般的な構成を備えるサーバを利用可能で
ある。
【００２６】
制御部１３１は、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、オペレーティングシステム（ＯＳ）
、ポイント提供者サーバ１３０を制御するアプリケーションソフト等により構成される。
通信部１３３は、ネットワークアダプタやオンボードの通信用チップ等により構成される
。また、ポイントデータベース１３５は、ハードディスクやソリッドステートディスク（
ＳＳＤ）等の主記憶装置に格納されたデータベースである。
【００２７】
ポイントデータベース１３５には、利用者がクレジットカードや電子マネーを利用した金
額に応じて付与されたポイントが、利用者を特定する情報（利用者ＩＤ等）と関連付けて
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格納される。ポイントデータベース１３５に記録されたポイントは、利用者のクレジット
カードや電子マネーの利用状況に応じて、また、利用者がポイントを消費することにより
リアルタイムで変更可能である。
【００２８】
（ポイント交換サーバ）
本実施形態に係るポイント交換サーバ１５０は、ネットワーク１９０を介して利用者端末
１１０と、ポイント提供者サーバ１３０とに接続可能なサーバである。ポイント交換サー
バ１５０は、一般的なサーバと同様に、ポイント交換サーバ１５０を制御する制御部１５
１及びネットワーク１９０を介してデータの送受信を行う通信部１５３を備える。また、
ポイント交換サーバ１５０は、例えば、利用者認証部１５５、利用者情報データベース１
５７、商品データベース１６１、ポイント計算部１６３、ポイント交換イベント実行部１
６５及び商品提供部１６７を備える。
【００２９】
制御部１５１は、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、オペレーティングシステム（ＯＳ）
、ポイント提供者サーバ１５０を制御するアプリケーションソフト等により構成される。
通信部１５３は、ネットワークアダプタやオンボードの通信用チップ等により構成される
。
【００３０】
利用者認証部１５５は、利用者を認証するソフトウェア又はモジュールであって、利用者
端末１１０から受信した利用者情報（利用者ＩＤやパスワード等）を利用者情報データベ
ース１５７に格納された利用者情報と照合して、利用者を認証する。利用者情報データベ
ース１５７は、利用者ＩＤやパスワード等の利用者を特定する情報と、利用者がポイント
を保有するポイント提供者サーバ１３０を特定する情報（ＩＰアドレスやＵＲＬ等）とを
格納する。
【００３１】
また、利用者情報データベース１５７には、ポイント交換サーバ１５０との通信を確立す
るための利用者ＩＤやパスワードの他に、ポイント提供者サーバ１３０のポイントデータ
ベース１３５に格納された利用者ＩＤやパスワードを記録してもよい。一般に、クレジッ
トカードや電子マネーの利用者は、複数の運営会社と契約しており、このため、運営会社
毎にポイントが付与される。この場合、同一の利用者であっても、利用者ＩＤやパスワー
ドは運営会社毎に設定されており、複数のポイント提供者サーバ１３０のポイントデータ
ベース１３５毎に異なる利用者ＩＤやパスワードが格納されている。本実施形態において
は、複数のポイント提供者サーバ１３０のポイントデータベース１３５毎に設定された利
用者ＩＤやパスワードを利用者情報データベース１５７に格納することにより、ポイント
交換サーバ１５０がそれぞれのポイントデータベース１３５にアクセスすることが可能に
なる。また、利用者情報データベース１５７は、利用者へ商品を発送するために、利用者
の氏名、住所、郵便番号、電話番号等の情報を利用者ＩＤに関連付けて格納してもよい。
【００３２】
商品データベース１６１は、商品とポイントとを関連付けて格納するデータベースである
。商品データベース１６１は、ハードディスクやソリッドステートディスク（ＳＳＤ）等
の主記憶装置に格納されたデータベースである。ポイント交換サーバ１５０は、商品デー
タベース１６１に格納された商品と、その商品の交換に必要なポイントを利用者端末１１
０に送信し、利用者端末１１０に表示させる。
【００３３】
ポイント計算部１６３は、商品データベース１６１に格納されたポイントを参照し、利用
者の要求に応じて消費されるポイントを計算するソフトウェア又はモジュールである。ポ
イント計算部１６３において計算された減算させるポイントは、ポイント交換サーバ１５
０からポイント提供者サーバ１３０に送信され、ポイントデータベース１３５に記録され
た利用者の保有するポイントから減算される。また、ポイント計算部１６３は、上述した
ように、複数のポイント提供者サーバ１３０のポイントデータベース１３５に記録された
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利用者のポイントを合算してもよい。
【００３４】
このような利用者情報データベース１５７及びポイント計算部１６３を有することにより
、ポイント交換サーバ１５０は、複数のポイント提供者サーバ１３０のポイントデータベ
ース１３５に記録された利用者のポイントを合算して、利用者端末１１０に送信すること
ができる。このようなポイントの合算処理を行うことにより、利用者は、複数の運営会社
に分散して保有するポイントを有効に消費することができる。
【００３５】
ポイント交換イベント実行部１６５は、ポイント交換に伴うイベントを実行するソフトウ
ェア又はモジュールであって、利用者の要求に応じてポイントと商品とを交換するときに
、所定のイベントを実行する。本実施形態においては、イベントの結果に応じて、利用者
が要求した商品を提供する。なお、本実施形態に係るイベントについては後述する。
【００３６】
商品提供部１６７は、ポイント交換イベント実行部１６５が実行したイベントの結果に応
じて、利用者に商品を提供するソフトウェア又はモジュールである。商品提供部１６７は
、イベントにより商品を提供する利用者が決定されると、利用者情報データベース１５７
を参照して利用者へ商品を発送するために必要な利用者の氏名、住所、郵便番号、電話番
号等の情報を抽出する。ポイント交換サーバ１５０は、発送を行う部門（商品発送を委託
する会社等を含む）の端末やサーバ（図示せず）に抽出した宛先情報を送信し、商品の発
送を指示する。
【００３７】
（イベント）
従来のポイント交換システムにおいては、利用者の要求に応じて単純に商品を提供するこ
とにより、利用者が所有するポイントを消費していた。また、利用者に多くのポイントを
消費させる手段としてオークション方式も利用されているが、最高額のポイントで入札し
た利用者のポイントのみしか消費されなかった。上述したように、本実施形態に係るポイ
ント交換システム１００においては、利用者が商品を要求すると、ポイント交換サーバ１
５０のポイント交換イベント実行部１６５においてイベントが実行される。本実施形態に
おいて、ポイント交換に伴うイベントは、例えば、抽選方式、投票方式、ゲーム方式から
選択することができる。
【００３８】
これらのイベントについて詳述すると、抽選方式のイベントは、例えば、提供する商品数
を限定し、応募した利用者から商品を提供する利用者を抽選することにより実行すること
ができる。このとき、抽選方式のイベントに応募するために、利用者には所定のポイント
を消費させる。したがって、本実施形態に係る抽選方式のイベントにおいては、商品が提
供される利用者は応募した利用者の一部であるのに対して、応募したすべての利用者のポ
イントが消費される。例えば、提供する商品数を１０、応募に必要なポイントを１００ポ
イント、応募者が１００人であったとすると、商品は１０人のみに提供されるが、１０，
０００ポイントが１回の応募により消費されることとなる。従来のポイント交換システム
においては、１０人のみに商品を提供した場合は、１，０００ポイントのみしか消費され
ないか、１０，０００ポイントを消費させるために、１００人全員に商品を提供する必要
があったことから、本実施形態に係る抽選方式のイベントを実行することにより、利用者
の効果的なポイント消費を促進することができる。
【００３９】
本実施形態に係る投票方式のイベントは、例えば、複数の商品を提示して、何れか一番人
気のあった商品に投票した利用者のみに、その一番人気のあった商品を提供するイベント
である。このとき、投票方式のイベントに投票するために、利用者には所定のポイントを
消費させる。したがって、本実施形態に係る投票方式のイベントにおいては、商品が提供
される利用者は投票した利用者の一部であるのに対して、投票したすべての利用者のポイ
ントが消費される。例えば、提供する商品を２種類示し、投票に必要なポイントを１００



(9) JP 2013-149052 A 2013.8.1

10

20

30

40

50

ポイント、商品Ａに投票した人が３０人、商品Ｂに投票した人が７０人であったとすると
、商品は７０人のみに提供されるが、１０，０００ポイントが１回の投票により消費され
ることとなる。したがって、本実施形態に係る投票方式のイベントを実行することにより
、利用者の効果的なポイント消費を促進することができる。
【００４０】
本実施形態に係るゲーム方式のイベントは、例えば、ゲームに挑戦して、ゲームをクリア
した利用者のみに商品を提供するイベントである。このとき、ゲームに挑戦するために、
利用者には所定のポイントを消費させる。したがって、本実施形態に係るゲーム方式のイ
ベントにおいては、商品が提供される利用者はゲームをクリアした一部の利用者であるの
に対して、ゲームに挑戦したすべての利用者のポイントが消費される。例えば、ゲームに
挑戦に必要なポイントを１００ポイント、ゲームに挑戦した人が１００人、ゲームをクリ
アする可能性が７０％の難易度であったとすると、商品は７０人のみに提供されるが、１
０，０００ポイントがゲームに１００人が１回挑戦することにより消費されることとなる
。したがって、本実施形態に係るゲーム方式のイベントを実行することにより、利用者の
効果的なポイント消費を促進することができる。
【００４１】
以上説明したように、本実施形態に係る抽選方式、投票方式、ゲーム方式のイベントは、
ゲーム性があり、利用者の参加意識を高めることができる。したがって、従来のポイント
交換システムとは異なり、イベントを実行することにより、提供する商品の付加価値を高
めることができる。
【００４２】
（商品）
本実施形態に係るポイント交換システム１００においては、イベントの結果に応じて商品
が提供されるため、提供される商品は高付加価値化されることとなる。従来のポイント交
換システムにおいては、例えば、１ポイントが１円に相当する場合では、１００ポイント
を消費して利用者が得られる商品は１００円以下の商品である。実際には、商品の管理、
発送、システムの運営費用等を考慮して、１００円より相当安価な商品しか提供されない
こととなり、利用者がポイントを消費して得られる商品に対する満足度は高くはない。一
方、本実施形態に係るポイント交換システム１００においては、商品を得るためにイベン
トを経るため、ゲームに勝利した時と同様に、商品を得られた時の満足度が格段と高まる
こととなる。また、利用者が商品を得られなかった場合にも、ゲームで負けた時と同様に
、次回挑戦しようとするモチベーションにつなげることが可能である。
【００４３】
このようなイベントを実行することにより、商品を高付加価値化する本実施形態に係るポ
イント交換システム１００においては、従来のポイント交換システムのような単純なモノ
や招待券、旅行券のような一般に価値が推定しやすい商品だけではなく、商品の定価が一
般には存在しない商品を提供することもできる。一例として、有名人と食事が出来る権利
が商品である場合について説明すると、食事代と有名人に支払う費用、システムの運営費
用等から商品のコストを算出することは可能であるが、一般人がその費用を負担すること
により、有名人と食事することは通常できるものではない。したがって、有名人と食事が
出来る権利は、定価が存在しない商品である。また、有名人と食事が出来る権利を抽選方
式で提供する場合、上述したように、商品が提供される利用者は応募した利用者の一部で
あるのに対して、応募したすべての利用者のポイントが消費される。したがって、本実施
形態に係るポイント交換システム１００においては、有名人と食事が出来る権利の価値は
、応募により消費されたポイントの合計を当選者数で割った値と等しくなる。この場合、
商品が提供される利用者は、応募により消費されたポイント以上の価値のある商品を得た
こととなる。
【００４４】
よって、本実施形態に係るポイント交換システム１００においては、このような商品の定
価が一般には存在しない商品を提供することが、利用者にポイントを効率良く消費させる



(10) JP 2013-149052 A 2013.8.1

10

20

30

40

50

ために好ましい。このような商品として、例えば、有名な歌手が利用者のためだけに歌っ
てくれる権利、有名な料理人が利用者のためだけに料理を作ってくれる権利、有名な職人
が利用者のためだけに作品を作ってくれる権利等を挙げることができるが、これらに限定
されるものではない。
【００４５】
以上説明したように、本実施形態に係るポイント交換システムにおいては、イベントの結
果に応じて商品が提供されることにより、事前に価格設定のされていないサービス・商品
の価値を高めることができる。したがって、より付加価値の高い商品を提供することによ
り、利用者に保有するポイントの消費を促進させることができる。
【００４６】
（ポイント交換方法）
以下に、本実施形態に係るポイント交換システム１００を用いたポイントと商品との交換
方法について説明する。
【００４７】
図３は、本実施形態に係るポイント交換システム１００における利用者端末１１０、ポイ
ント提供者サーバ１３０、ポイント交換サーバ１５０のデータの流れを示す図である。ポ
イントを交換する利用者は、利用者端末１１０を介したポイント交換サーバ１５０への接
続を確立するために、利用者認証を要求する（Ｓ１００）。図４に示すように、ポイント
交換サーバ１５０が利用者の認証要求を受信すると（Ｓ１０１）、利用者認証部１５５は
、利用者端末１１０に対して利用者のＩＤ及びパスワードの入力を要求する（Ｓ１０３）
。利用者のＩＤ及びパスワードは、利用者がポイント交換システム１００を利用するため
に予め設定された文字列であり、利用者情報データベース１５７に格納される。利用者の
ＩＤは、他の利用者と異なる文字列であれば、利用者認証部１５５が自動的に生成しても
よく、また、利用者が任意に設定してもよい。利用者のパスワードは、利用者認証部１５
５が自動的に生成してもよく、また、利用者が任意に設定してもよい。
【００４８】
ポイント交換サーバ１５０が、利用者端末１１０から利用者のＩＤ及びパスワードを受信
すると（Ｓ１０５）、利用者認証部１５５は、利用者情報データベース１５７を参照し、
格納されたＩＤ及びパスワードと一致するかを検証する（Ｓ１０７）。利用者端末１１０
から受信した利用者のＩＤ及びパスワードと、利用者情報データベース１５７に格納され
ているＩＤ及びパスワードとが一致した場合は、ポイント交換サーバ１５０は利用者端末
１１０を、ポイント交換システム１００を利用可能な利用者として認証し、利用者端末１
１０との接続を確立する（Ｓ１５０）。
【００４９】
ポイント交換サーバ１５０は、利用者情報データベース１５７に格納されているポイント
提供者サーバ１３０を特定する情報（ＩＰアドレスやＵＲＬ等）を参照して、利用者がポ
イント保有するポイント提供者サーバ１３０に接続する。ポイント交換サーバ１５０は、
ポイント提供者サーバ１３０に、利用者が保有するポイントの確認を要求する（Ｓ２０１
）。このとき、ポイント交換サーバ１５０は、利用者毎に設定されたポイント提供者サー
バ１３０に接続するためのＩＤ及びパスワードを、利用者情報データベース１５７を参照
して、ポイント提供者サーバ１３０に送信してもよい。ポイント提供者サーバ１３０は、
ポイント交換サーバ１５０から受信した利用者毎に設定されたＩＤ及びパスワードと、ポ
イントデータベース１３５に格納されたＩＤ及びパスワードとを照合し（Ｓ２０３）、一
致した場合はポイントデータベース１３５を参照して、利用者が保有するポイント数をポ
イント交換サーバ１５０に送信する（Ｓ２５０）。ポイント提供者サーバ１３０は、ポイ
ント交換サーバ１５０から受信した利用者のＩＤ及びパスワードと、ポイントデータベー
ス１３５に格納されたＩＤ及びパスワードとが一致しない場合は、ポイント交換サーバ１
５０にエラーを返して終了する。
【００５０】
ここで、ポイント交換サーバ１５０とポイント提供者サーバ１３０とが常時接続されてい
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る場合や、ポイント交換サーバ１５０にポイント提供者サーバ１３０との接続に必要な総
合的なＩＤ及びパスワードが付与されている場合には、ポイント交換サーバ１５０は、提
供者サーバ１３０に利用者のＩＤのみを送信することにより、利用者が保有するポイント
数を確認できるようにしてもよい。なお、ポイント提供者サーバ１３０において、利用者
毎に設定されたＩＤ及びパスワードは、ポイントデータベース１３５に格納されてもよく
、認証用のデータベースに別途格納されてもよい。
【００５１】
図５に示すように、ポイント交換サーバ１５０は、ポイント提供者サーバ１３０から利用
者が保有するポイント数を受信すると（Ｓ３０１）、ポイント数に応じた商品リストを商
品データベース１６１から抽出してもよい（Ｓ３０３）。ここで、商品リストには、商品
データベースに格納された商品、及び商品と関連付けられたポイントを含む。ポイント交
換サーバ１５０は、利用者が保有するポイント数と商品リストを利用者端末１１０に送信
する（Ｓ３０５）。なお、本実施形態においては、商品リストを抽出することなく、利用
者端末１１０から全ての商品リストを閲覧可能な状態にしてもよい。また、ポイント交換
サーバ１５０は、過去の利用者のポイント交換履歴をデータベースに保有することにより
、利用者の好みに応じて商品データベース１６１から商品リストを抽出してもよい。
【００５２】
利用者端末１１０は、ポイント交換サーバ１５０から利用者が保有するポイント数と商品
リストを受信し（Ｓ３５１）、表示装置に表示する（Ｓ３５３）。利用者が入力装置を用
いて商品リストから所望の商品を選択すると（Ｓ３５５）、利用者端末１１０はポイント
交換要求をポイント交換サーバ１５０に送信する（Ｓ３５７）。
【００５３】
図６に示すように、ポイント交換サーバ１５０が利用者端末１１０からポイント交換要求
を受信すると（Ｓ３７１）、ポイント計算部１６３は、交換を要求されたポイント数と、
利用者が保有するポイント数を比較する（Ｓ３７３）。交換を要求されたポイント数が、
利用者が保有するポイント数以上である場合は、ポイント交換イベント実行部１６５はポ
イント交換に伴うイベントを実行する（Ｓ４００）。ポイント交換サーバ１５０は、イベ
ントの実行結果を利用者端末１１０に送信してもよい（Ｓ４５０）。ここで、イベントの
実行結果は、利用者端末１１０から閲覧可能な状態で公開してもよく、電子メールにより
利用者に通知してもよい。また、ポイント交換システム１００の運営者が、イベントの実
行結果を利用者に電話やＦＡＸ等により通知してもよい。ポイント交換サーバ１５０は、
交換を要求されたポイント数が、利用者が保有するポイント数よりも少ない場合は、利用
者端末１１０に再入力を要求してもよい（Ｓ３７５）。
【００５４】
本実施形態においては、利用者が保有するポイント数の範囲で、所定のポイント数を１口
として、利用者が複数口の同じ商品をポイントと交換したり、異なる商品を同時にポイン
トと交換したりしてもよい。この場合、ポイント計算部１６３は、ポイント交換に必要な
ポイント数を合算して、利用者が保有するポイント数と比較するようにする。
【００５５】
ポイント計算部１６３は、ポイント交換により減算させるポイント数を計算し（Ｓ５００
）、ポイント提供者サーバ１３０に、利用者が保有するポイント数からポイント交換によ
り消費されたポイント数の減算を要求する（Ｓ５５０）。なお、交換を要求されたポイン
ト数と、利用者が保有するポイント数を比較する（Ｓ３７３）段階で、減算させるポイン
ト数の計算が完了している場合は、そのポイント数をポイント提供者サーバ１３０に送信
すればよい。図７に示すように、ポイント提供者サーバ１３０は、ポイント交換サーバ１
５０からポイント数の減算要求を受信すると（Ｓ５５１）、ポイントデータベース１３５
に格納された利用者が保有するポイント数からポイント交換により消費されたポイント数
を減算して記録する（Ｓ５５３）。以上の処理により、本実施形態に係るポイント交換を
行うことができる。
【００５６】
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（イベントの実行方法）
以下に、ポイント交換に伴うイベントの実行方法について説明する。図８及び図９は、イ
ベントの実行方法の一例を示すフロー図である。図８（ａ）に抽選方式のイベントの実行
方法を示す。ポイント交換イベント実行部１６５は、ポイント交換を実行する利用者を応
募者リストに記録する（Ｓ４１１）。ポイント交換イベント実行部１６５は、例えば、ポ
イント交換を実行する利用者のＩＤ毎に、抽選用に番号を発生させ、関連付けて応募者リ
ストに記録する。
【００５７】
ポイント交換イベント実行部１６５は、例えば、乱数を発生させて当選番号を決定する（
Ｓ４１３）。なお、当選番号の決定方法はこれに限定されるものではなく、任意に選択可
能である。ポイント交換イベント実行部１６５は、応募者リストに記録された抽選番号と
当選番号を照合し、当選者のＩＤを抽出する（Ｓ４１５）。商品提供部１６７は、利用者
情報データベース１５７を参照して、当選者のＩＤに基づいて利用者へ商品を発送するた
めに必要な利用者の氏名、住所、郵便番号、電話番号等の情報を抽出する。ポイント交換
サーバ１５０は、発送を行う部門（商品発送を委託する会社等を含む）の端末やサーバ（
図示せず）に抽出した宛先情報を送信し、商品の発送を指示する（Ｓ４１７）。
【００５８】
なお、上述したように、本実施形態においては、利用者が保有するポイント数の範囲で、
所定のポイント数を１口として、利用者が同じ商品に対して複数口を応募してもよい。こ
の場合には、ポイント交換イベント実行部１６５は、複数口を応募した利用者の当選確率
を高めるために、抽選工程を複数回行うようにしてもよい。
【００５９】
図８（ｂ）に投票方式のイベントの実行方法を示す。ポイント交換イベント実行部１６５
は、投票する対象毎に、ポイント交換を実行する利用者のＩＤを投票者リストに記録する
（Ｓ４２１）。投票する対象はポイントを交換する商品そのものでもよく、「好きな色は
赤か白か」や「好きなタレントどちらか」のような人気投票であってもよい。ポイント交
換イベント実行部１６５は、投票者数を集計し（Ｓ４２３）、投票者が一番多い投票者リ
ストに記録された利用者を当選者に決定し、当選者のＩＤを抽出する（Ｓ４２５）。なお
、例えば、３つ以上の投票する対象を示して、上位２つ以上の投票する対象に投票した投
票者を当選としてもよい。商品提供部１６７は、利用者情報データベース１５７を参照し
て、当選者のＩＤに基づいて利用者へ商品を発送するために必要な利用者の氏名、住所、
郵便番号、電話番号等の情報を抽出する。ポイント交換サーバ１５０は、発送を行う部門
（商品発送を委託する会社等を含む）の端末やサーバ（図示せず）に抽出した宛先情報を
送信し、商品の発送を指示する（Ｓ４２７）。
【００６０】
図９にゲーム方式のイベントの実行方法を示す。ポイント交換イベント実行部１６５は、
ポイント交換を実行する利用者端末１１０にゲームのプログラムを送信し、実行する（Ｓ
４３１）。利用者がゲームに挑戦し、ゲームをクリアした場合（Ｓ４３３）は、商品提供
部１６７は、利用者情報データベース１５７を参照して、利用者のＩＤに基づいて利用者
へ商品を発送するために必要な利用者の氏名、住所、郵便番号、電話番号等の情報を抽出
する。ポイント交換サーバ１５０は、発送を行う部門（商品発送を委託する会社等を含む
）の端末やサーバ（図示せず）に抽出した宛先情報を送信し、商品の発送を指示する（Ｓ
４３５）。
【００６１】
以上説明したように、本実施形態に係るポイント交換方法においては、イベントの結果に
応じて商品が提供されることにより、事前に価格設定のされていないサービス・商品の価
値を高めることができる。したがって、より付加価値の高い商品を提供することにより、
利用者に保有するポイントの消費を促進させることができる。
【００６２】
上述したように、本実施形態に係るポイント計算部１６３は、複数のポイント提供者サー



(13) JP 2013-149052 A 2013.8.1

10

20

30

40

50

バ１３０のポイントデータベース１３５に記録された利用者のポイントを合算することも
できる。図１０及び図１１は、ポイントを合算処理するフロー図である。
【００６３】
ポイント交換サーバ１５０は、図４（ｂ）に示したように、複数のポイント提供者サーバ
１３０に対して、ポイント数の確認を要求する。ポイント交換サーバ１５０は各ポイント
提供者サーバ１３０から利用者が保有するポイント数をそれぞれ受信する（Ｓ３１１）。
ポイント計算部１６３は、受信した利用者が保有するポイント数を集計する（Ｓ３１３）
。図５で説明したように、ポイント交換サーバ１５０は、商品リストを商品データベース
１６１から抽出し（Ｓ３１５）、利用者が保有する合算したポイント数と商品リストを利
用者端末１１０に送信する（Ｓ３１７）。
【００６４】
利用者端末１１０は、ポイント交換サーバ１５０から利用者が保有する合算したポイント
数と商品リストを受信し（Ｓ３６１）、表示装置に表示する（Ｓ３６３）。利用者が入力
装置を用いて商品リストから所望の商品を選択し（Ｓ３６５）、ポイント提供者サーバ１
３０毎に交換するポイント数を入力すると（Ｓ３６７）、利用者端末１１０はポイント交
換要求をポイント交換サーバ１５０に送信する（Ｓ３６９）。
【００６５】
ポイント交換サーバ１５０は、図６で説明したように、利用者端末１１０からポイント交
換要求を受信すると、ポイント計算部１６３は、交換を要求されたポイント数と、利用者
が保有する合算したポイント数を比較する。交換を要求されたポイント数が、利用者が保
有する合算したポイント数以上である場合は、ポイント交換イベント実行部１６５はポイ
ント交換に伴うイベントを実行する。ポイント交換サーバ１５０は、イベントの実行結果
を利用者端末１１０に送信してもよい。
【００６６】
ここで、図１１に示すように、ポイント計算部１６３は、ポイント交換により減算させる
ポイント数をポイント提供者サーバ１３０毎に計算する（Ｓ５１１）。ポイント計算部１
６３は、各ポイント提供者サーバ１３０に記録された利用者が保有するポイント数と、利
用者が提供者サーバ１３０毎に入力したポイント交換するポイント数とを照合する（Ｓ５
１３）。ポイント交換サーバ１５０は、ポイント交換を指定された全てのポイント提供者
サーバ１３０において、記録された利用者が保有するポイント数が、利用者が入力したポ
イント数以上である場合は、各提供者サーバ１３０へポイントの減算要求を送信する（Ｓ
５１５）。一方、ポイント交換サーバ１５０は、利用者が入力したポイント数よりも利用
者が保有するポイント数が少ない提供者サーバ１３０が一つでも存在する場合は、交換す
るポイント数の再入力を利用者端末１１０に要求する（Ｓ５１７）。
【００６７】
各ポイント提供者サーバ１３０は、図７で説明したように、ポイント交換サーバ１５０か
らポイント数の減算要求を受信すると、ポイントデータベース１３５に格納された利用者
が保有するポイント数からポイント交換により消費されたポイント数を減算してそれぞれ
記録する。このようなポイント交換方法により、利用者は、複数のポイント提供者が提供
するポイントを一つのポイント交換システムを使用して消費することができ、利用者の効
果的なポイント消費が促進される。
【００６８】
なお、本実施形態に係るポイント交換システム及びポイント交換方法においては、ポイン
ト交換サーバ１５０は、利用者がポイント交換により消費したポイントに応じて、ポイン
ト提供者への手数料を算出してもよい。上述したように、複数のポイント提供者サーバ１
３０に利用者が保有するポイントを合算して消費した場合には、ポイント提供者サーバ１
３０毎に減算させるポイントに応じて、ポイント提供者への手数料を算出してもよい。
【符号の説明】
【００６９】
１００：ポイント交換システム、１１０：利用者端末、１３０：ポイント提供者サーバ、
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１５０：ポイント交換サーバ、１９０：ネットワーク、１５１：制御部、１５３：通信部
、１５５：利用者認証部、１５７：利用者情報データベース、１６１：商品データベース
、１６３：ポイント計算部、１６５：ポイント交換イベント実行部、１６７：商品提供部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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